
令和５年度 北海道中学校体育大会 

第５４回 北海道中学校体操競技・新体操大会 

開 催 要 項 
 

１．主  催  北海道中学校体育連盟・北海道教育委員会・札幌市教育委員会・北海道体操連盟 
 

２．主  管  札幌市中学校体育連盟・札幌体操連盟 
 

３．後  援  北海道・札幌市・北海道都市教育委員会連絡協議会・北海道町村教育委員会連合会 
        北海道中学校長会・札幌市中学校長会・(公財)北海道スポーツ協会・（一財）札幌市スポーツ協会 
        北海道ＰＴＡ連合会・札幌市ＰＴＡ協議会・北海道新聞社 

 
４．会  期  令和５年（2023年）７月２７日（木）・２８日（金）・２９日（土）・３０日（日） 

 

５．会  場   札幌市南区体育館 

〒００５-０８０４  札幌市南区川沿４条２丁目２－１   電話０１１-５７１-５１７１ 

＊開会式・閉会式は、新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、行わない。 

６．競技種目  体操競技の部 
(1) 一 部 

①男子団体総合選手権 （ゆか、跳馬、鉄棒の自由演技） 
②女子団体総合選手権 （跳馬、平均台、ゆかの自由演技）   ※ゆか～音楽伴奏付き 
③男子個人総合選手権 （ゆか、あん馬、跳馬、鉄棒の自由演技） 
④女子個人総合選手権 （跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの自由演技） 

                                                              ※ゆか～音楽伴奏付き 
(2) 二 部 

①男子団体総合選手権 （ゆか、跳馬、鉄棒の自由演技） 
②女子団体総合選手権 （跳馬、平均台、ゆかの規定演技） 
③男子個人総合選手権 （ゆか、跳馬、鉄棒の自由演技） 
④女子個人総合選手権 （跳馬、平均台、ゆかの規定演技） 

        新体操の部 
①男子団体総合選手権 （徒手６による自由演技）  ※音楽伴奏付き 
②女子団体総合選手権 （ボール５による自由演技）  ※音楽伴奏付き 
③男子個人総合選手権 （スティックとクラブによる自由演技） ※音楽伴奏付き 
④女子個人総合選手権 （フープとリボンによる自由演技） ※音楽伴奏付き 

７．日  程 

 
☆公式練習の時間、及び正式な日程については、申し込み終了後10日程度で北海道中体連ホームページhttps://www.do-jpa.com/に

掲載する。 
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８．大会開催区分  北海道を２１地区中体連に分けて行う。 
 

９．参加資格 

(1) 北海道中学校体育連盟に加盟する中学校・中等教育学校・義務教育学校に在籍する生徒で、北海道中

学校体育大会への出場資格を得、当該学校長及び当該地区中体連会長が出場を認めた生徒とする。 
(2) 年齢は、平成２０年４月２日以降に生まれた者に限る。 
(3) 前項以外の生徒が参加を希望する場合は、令和５年６月３０日までに北海道中学校体育連盟に申し出

ること。 

(4) 参加生徒の引率者及び監督は、当該学校の校長・教員・部活動指導員とする。ただし、外部指導者の

引率及び監督業務の遂行が認められている札幌市は、その限りではない。 

(5) 外部指導者（コ－チ）または、テクニカルアドバイザー（選手が所属している中学校以外の中学

校の教員）は校長が認めた者で北海道中学校体育連盟に登録された者のみ競技フロアでの補助活

動ができる。但し、監督会議には出席できない。（札幌市立中学校の監督として認められている外

部指導者についてはその限りでない。） 

(6) 監督・引率者は、部活動の指導中の暴力等により、任命権者または学校設置者から懲戒処分を受

けていない者であること。外部指導者（コ－チ）は校長から暴力等による指導措置がないこと。 

(7) チームは、単一学校の生徒で編成されたものであること。 

(8) 北海道中学校体育大会に学校教育法 134 条の各種学校（第１条に掲げるもの以外）と地域スポー

ツ団体等の参加を認める。 

(9) 北海道中学校体育大会における参加の特例 

◎学校教育法 134 条の各種学校在籍生徒 

①学校教育法第 134 条の各種学校（第１条に掲げるもの以外）に在籍し、北海道中学校体育連 

盟の各地区予選会に参加を認められた生徒であること。 

                  ②参加を希望する各種学校は以下の条件を具備すること。 

                    Ａ 北海道中学校体育大会の参加を認める条件 

ア 北海道中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 生徒の年令及び修業年限が我国の中学校と一致している単独の学校で構成されてい 

ること。 

ウ 参加を希望する学校にあっては、運動部活動が学校教育の一環として、日常継続的に 

当該校顧問教員の指導のもとに、適切に行われていること。 

Ｂ 北海道中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 

ア 北海道中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技の大会申し合わせ事項等に従う 

とともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

イ 北海道中学校体育大会参加に際しては、責任ある当該校校長又は教員が生徒を引率す 

ること。また万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対 

策を立てておくこと。 

ウ 大会開催に要する経費については、必要に応じて応分の負担をすること。 

 

◎地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属する中学生 

①地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属し、北海道中学校体育連盟の各地区予選会に 

参加を認められた生徒であること。 

②北海道中学校体育大会に参加を希望する地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）は以下の条 

件を具備すること。 

Ａ 北海道中学校体育大会の参加を認める条件 

ア 北海道中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在籍している生 

徒であること）。 

ウ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にあっては、日常継続的に代表者もしくは指 

導資格を有する指導者の指導のもとに適切に行われていること。 

エ 『運動部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令 

和４年 12 月 27 日スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守 

していること。 

オ 当該競技を管轄する北海道競技団体もしくは地区競技団体に登録されていること。か 

つ同じ内容で地区中学校体育連盟に登録していること。 

カ 北海道における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要な 

事項に協力すること。 

キ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）で全国中学校体育大会につながる大会に参加 

する場合、在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も同様である。 

 



 

Ｂ 北海道中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 

ア 北海道中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に 

従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

イ 北海道中学校体育大会参加に際して、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）におい 

ては、責任ある代表者・指導者が生徒を引率すること。また、万一の事故発生に備え、 

傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておくこと。 

ウ 北海道中学校体育大会への参加に要する経費については、必要に応じて、応分の負担 

をすること。 

エ 団体競技における地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）名での出場は１チームのみ 

とする（複数のチームの参加はできない）。 

Ｃ 参加を認めない場合 

ア 北海道中学校体育大会の参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合は 

参加を認めない。 

                  ③北海道中学校体操競技・新体操大会の大会参加に関する細則 

                     ＜体操競技＞ 

Ａ 大会参加について 

ア 令和５年度から団体・個人ともに参加を認める。ただし、団体での参加の場合は団体 

選手の全員が同一学校に在籍していることを条件とする。 

イ 予選大会への参加は、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の都道府県中体連登録 

住所、および都道府県体操協会加盟住所からの参加を認める。 

ウ 全道大会、全国大会への団体出場枠について、大会の趣旨を考慮し、以下の制限を設 

ける。 

・全道大会団体出場枠が複数与えられている場合、少なくとも１枠は学校登録団体と 

する。学校登録団体がない場合には、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）登録 

団体から補充する。１枠の都道府県については優勝団体とする。 

エ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）が団体として大会参加をする場合、クラブに 

所属していない同一校の他の生徒が学校団体として団体を組み大会に参加すること 

はできる。ただし、同一校生徒により構成された２つの団体のうち上位団体のみが全 

道大会に進むことができる。 

Ｂ 都道府県中体連登録について 

ア 北海道体操連盟に加盟していることを条件とし、地区中体連（北海道中体連）への登 

録を行う。登録については地区中体連（北海道中体連）の登録要項に従う。 

イ 登録は、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の所在地で行う。加盟する体操協会 

と同一地区とする。 

Ｃ その他 

ア 生徒の心身の健康を最優先に考慮し、中体連大会とジュニアクラブ大会が過密になる 

場合には出場する大会を丁寧に選び、生徒の負担が過剰にならないようにする。 

イ 都道府県の予選会となる全ての大会において、大会準備・大会運営・審判業務に役員 

として協力しなければならない。要請がある場合は会議等にも参加する。また、中体 

連体操専門部員に準じる役職に就くこともあり得る。 

ウ 全ての大会において中体連体操専門部の規則、運営方針を尊重し、指示に従うこと。 

エ 予選大会を含む全ての大会において、参加条件・申請内容に虚偽が判明した場合には 

参加を認めない。 

オ 都道府県中体連登録以降に転校や地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）を移籍する 

場合、予選大会で上位大会への参加権を獲得していない生徒は、転校先や移籍先から 

の大会参加は認めない。また、権利を得ている生徒については個人としての参加を認 

める。ただし、当該生徒の予選大会での得点が個人での予選通過得点を下回る場合に 

は、参加は認められない。 

カ 転校や地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）移籍後の大会参加について、全国大会 

終了後に関しては都道府県中体連体操専門部の判断に委ねる。 

キ 一緒に活動する団体を複数の地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）として都道府県 

中体連に登録することはできない。 

ク 複数の地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）が一つの団体として都道府県中体連に 

登録することはできない。 

ケ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）として中体連主催の大会に参加する場合には、 

当該生徒の所属校長に報告をすること。都道府県中体連から指示がない場合には、書 

面で通知する（書式任意）。 

コ 体操競技部細則については、必要に応じて見直しを行っていくこととする。 



 

                     ＜新体操＞ 

地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）より全国中学校体育大会を含む予選大会に出場す 

る場合は、以下の条件を満たしていること。また、各予選会の実施方法、参加方法につい 

ては北海道中学校体育大会開催基準に従うことを条件とする。 

ア 日本中学校体育連盟が示した参加規程を遵守している。 

イ 継続的に活動し、日本体操協会の所属団体及び指導者の登録をしている。 

ウ 予選大会は地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の都道府県中体連および都道府県 

体操協会の登録住所からの参加を認める。 

※所属団体の所在地と登録する地区は同じであることとする。 

エ 予選大会は選手の所属学校または選手の所属する地域スポーツ団体等（地域クラブ活 

動）の地区から出場できる。重複して異なる地域からの出場は認めない。地域スポー 

ツ団体等（地域クラブ活動）の場合は、加盟した地区より出場できる。 

オ 予選大会のエントリーは、監督及び選手は一人につき一所属とする。 

※１ 選手は所属クラブと在籍学校の重複エントリーはできない。同所属からのエン 

トリーのみ個人、団体の両方に出場することができる。 

※２ 予選大会の監督は上記（２）の登録を済ませている者で、他の所属の監督とし 

ては予選大会に参加できない。 

カ 令和５年度の団体選手は全員が同一学校に在籍していることを条件とする。 

キ 団体の出場については、各所属から１チームのみとする。同一クラブチームからの部 

活動とクラブチームの２チーム出場は 、同じクラブチームから２チームとみなすこ 

とができるため 出場は不可とする。 

ク 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の出場を認めた全ての大会において、競技役 

員や審判員などの運営上必要な人員を派遣しなければならない。 

ケ 予選大会において、参加条件、申請内容等に虚偽があった判明した場合には参加を認 

めない。 

(10)参加者は、開催要項に掲げる個人情報の取り扱いについて了承するものとする。 

               

10．参加チ－ム・人数 
体操競技の部 

(1)  一部・二部の団体総合選手権出場について 

①各学校および地域スポーツ団体等は、体操競技の全ての地区中体連および一部・二部を通して、男女

各１チームのみ参加することができる。但し、地域スポーツ団体等で参加の場合は、すべての選手が同

一学校に在籍していることを条件とする。 

②全道大会への出場は、各地区中体連一部は男女とも出場数の制限なし。二部は男女各３チーム以内と

する。監督は１名、選手は３～４名、補欠は２名以内で構成する。開催地は別に、男女二部各１チーム

の出場を認める。 
(2)  一部・二部の個人総合選手権出場について 

①各地区中体連団体総合選手権出場者を除く、男女各５名以内とする。ただし、開催地は別に男女各３

名の出場を認める。 

         ②令和４年度の全道大会において個人総合３位以内の選手は、二部にエントリーすることができない。 

 

※ なお、一部・二部団体総合選手権出場者は、個人総合選手権を兼ねることができる。ただし、一部男子は

あん馬、同女子は段違い平行棒を実施しなければならない。 
 

新体操の部 
(1) 団体総合選手権出場について 

①各学校および地域スポーツ団体等は、新体操競技の全ての地区中体連を通して、男女各１チームのみ

参加することができる。 

②全道大会への出場は、各地区中体連男女各２チームまでとする。監督１名、男子は選手６名、補欠２

名以内、女子は選手８名以内とする。 

(2) 個人総合選手権出場について 
次の表のように、前年度地区または全道大会参加人数によって、出場枠を定める。ただし、開催地は別

に男子２名、女子２名の出場を認める。 

地区 札幌 石狩 旭川 函館 渡島 全十勝 その他 

男子出場枠 ２ １７ ２ ２ ２ ２ ２ 

女子出場枠 ２０ ８ ３ ５ ２ ３ ２ 

 



11．大会規則 
体操競技の部 

 (1) 一 部 
①男子・・・（公財）日本体操協会制定２０２２年版男子採点規則・２０２２年版中学校男子適用

規則（U-15）を採用する。 
②女子・・・（公財）日本体操協会制定２０２２年版女子採点規則・変更規則Ⅰ・女子体操競技情報最

新版を採用する。 
③着地マットは会場にあるものを使用する。 

 (2) 二 部 
①男子・・・北海道中学校体育連盟令和２年（２０２０年）版、体操競技男子２部規則を採用する。 
（自由演技） 
②女子・・・北海道中学校体育連盟令和２年（２０２０年）版、体操競技女子２部規則を採用する。 
（規定演技） 

 (3) 競技服装について 
①参加選手は、学校名またはマークをつける。男子の大きさは、３cm×３cm以上を推奨とする。女子の
大きさは、30ｃｍ2 以上を推奨とする。団体選手は、同一のユニフォームを着用し、マークも同一の
ものでなければならない。 

②参加選手は、ゼッケン番号用の白布（タテ10cm・ヨコ13cm）を男子は黒字、女子は赤字で用意し背中
につける。なお、ゼッケン番号は、後日北海道中体連ホームページhttps://www.do-jpa.com/ に掲載

する。 
(4) 器具寸度表 

種目 １部 ２部
マット厚

（１・２部共通）
追加補助
マット

あん馬 １１５ｃｍ １０ｃｍまたは１２ｃｍ

跳馬 １２５ｃｍ １２０ｃｍ ２０ｃｍまたは１８ｃｍ １０ｃｍ

鉄棒 ２７５ｃｍ ２７５ｃｍ ２０ｃｍまたは１８ｃｍ １０ｃｍ

跳馬 １２５ｃｍ １１５ｃｍ ２０ｃｍ ５ｃｍまたは１０ｃｍ

１２０ｃｍ １２０ｃｍ １２ｃｍ ５ｃｍまたは１０ｃｍ

１２５ｃｍ １２５ｃｍ ２０ｃｍ ５ｃｍまたは１０ｃｍ

５ｃｍまたは１０ｃｍ

男
子

女
子

段違い
平行棒

平均台

２０ｃｍまたは１２ｃｍ
低棒：１７５ｃｍ
高棒：２５５ｃｍ
バー間隔：１３０～１８０ｃｍ

 
※器具の高さはすべて床面からとする。 

 

新体操の部 
(1)適用規則 

①男子・・・（公財）日本体操協会制定男子新体操規則２０２２年版およびジュニアルールを採用する。 

②女子・・・（公財）日本体操協会制定２０２２～２０２４年度新体操採点規則とする。一部中体連ルー

ルを適用する。 
(2)競技方法 

①団 体 
・男子：同一校６名（エントリー最大８名）でチームを編成し、徒手で自由演技のみ行う。規定時間は

２分４５秒から３分とする。 

・女子：同一校８名でチ－ムを編成し、自由演技のみを５名で行う。女子の令和５年度(2023年度)の手

具はボール５とする。規定時間は、２分１５秒～２分３０秒とする。 

②個 人 
・男子は「スティック」及び「クラブ」、女子は「フープ」及び「リボン」の２種目を行う。演技時間

は １分１５秒～１分３０秒とする。 

・個人総合は２種目の合計点により、順位を決定する。 
・種目別は、各種目別の自由演技の得点により順位を決定する。 

 (3)競技服装について 

①参加選手は、学校名またはマ－ク（大きさは３×３㎝）をつけ、団体選手は、同一のユニフォーム 

を着用する。ゼッケンはつけなくてよい。 

※ 選手の交替について（体操競技・新体操共通） 
選手の交替については、体操競技の団体選手権出場者に限り、競技前日までの申し出により補欠と交

替することができる。但し、予期しない怪我等による場合は、大会本部の判断となる。 
 



12．参 加 料 
団体総合選手権については、１チ－ムにつき１５，０００円とする。 
個人総合選手権については、１名につき２，５００円とする。 
ただし、体操競技団体総合選手権に出場する正選手は、個人総合選手権の参加料は不要である。 

    
   ＊今後、地域スポーツ団体等に所属する中学生が北海道中学校体育大会への参加が可能になることから、競技によっ

ては参加料を見直す場合がある。 
 
 
13．表  彰 

体操競技の部 
(1) 一 部 

①団体総合選手権 ※補欠選手についてもメダルを授与する。賞状はチームに１枚とする。 
男女とも３種目のベスト３の合計点により順位を決定し、１～３位まで表彰する。 
  １位 優勝旗・メダル・賞状   ２・３位 メダル・賞状 

②個人総合選手権 
男女とも４種目の合計点により順位を決定し、１～６位まで表彰する。 
   １位～３位 メダル・賞状   ４位～６位 賞状 

③種目別選手権 
 男女とも各種目の得点により順位を決定し、１～３位まで表彰する。 

  １位～３位 メダル・賞状    
(2) 二 部 

①団体総合選手権 ※補欠選手についてもメダルを授与する。賞状は、各チーム１枚とする。 
男女３種目のベスト３の合計点により順位を決定し､１～３位まで表彰する｡ 

１位 優勝旗・メダル・賞状   ２・３位 メダル・賞状 
②個人総合選手権 

男女３種目の合計点により順位を決定し、１～６位まで表彰する。 
１位～３位 メダル・賞状   ４位～６位 賞状 

③種目別選手権 
男女各種目の得点により順位を決定し、１～３位まで表彰する。 

１位～３位 メダル・賞状   
 

新体操の部 
①団体総合選手権 ※補欠選手についてもメダルを授与する。賞状はチームに１枚とする。 

男女とも演技の得点により順位を決定し､１～３位まで表彰する。 
１位 優勝旗または優勝杯・メダル・賞状   ２・３位 メダル・賞状 

②個人総合選手権 
男女とも２種目の演技の合計点により順位を決定し、１～６位まで表彰する。 

１位～３位 メダル・賞状   ４位～６位 賞状 
③種目別選手権 

男女とも各種目の得点により順位を決定し、１～３位まで表彰する。 
１位～３位 メダル・賞状 

 

14．大会参加申し込み 

(1)各地区中体連事務局を通じ、所定の申込書・参加料納付書に必要事項を記入して申し込むこと。 

(2)競技日程及びゼッケン番号は申し込み終了後１０日程度で北海道中体連ホームページhttps://www.do-jpa.c

om/に掲載する。 
(3)各地区中体連事務局または地区大会当番校は出場選手を確認し、学校名と選手名をまとめて下記送付先へＦＡＸ

（メール）をすること。出場選手がいない場合も「出場選手なし」とＦＡＸ（メール）すること。 

(4)参加料は下記の口座に振り込むこと。 

(5)予選の関係で期日が間に合わない地区は、地区大会終了後早急にＦＡＸで大会事務局宛てに参加申し込みをす

ること。（正式申し込み書類も早急に送付すること。） 

・締切日   令和５年（2023年）７月３日（月）  必着厳守 

・送付・連絡・問い合わせ先 

〒062-0908 札幌市豊平区豊平８条13丁目２－１ 

札幌市立八条中学校 

第54回北海道中学校体操競技・新体操大会事務局 宛て 

TEL/FAX  ０１１－８３１－３０９０ 

E-mail   shi-chu106@deluxe.ocn.ne.jp 

・参加料振込先 

  北海道銀行 平岸支店  店番号「１１２」 口座番号（普）「１６５３４４８」 

  第５４回北海道中学校体操競技・新体操大会 実行委員長 和泉 明一 

（ ﾀﾞｲｺﾞｼﾞﾕｳｻﾝｶｲﾎｯｶｲﾄﾞｳﾁｭｳｶﾞｯｺｳﾀｲｿｳｷｮｳｷﾞ ｼﾝﾀｲｿｳﾀｲｶｲ ｼﾞｯｺｳｲｲﾝﾁｮｳ ｲｽﾞﾐｱｷﾋﾄ） 

 

15．宿  泊  紹介する。 

mailto:shi-chu106@deluxe.ocn.ne.jp


16．全国大会への参加 

(1)体操競技は男女とも、全国大会出場基準を満たしている中で最も順位の高い、一部団体総合選手権チ－ム、及

び、そのメンバ－を除く一部個人総合選手権上位３名が、北海道代表として全国大会への出場が認められる。 

期日：令和５年(2023年)８月２４日(木)～２６日(土)  

会場：鳴門・大塚スポーツパーク アミノバリューホール 

(2)新体操女子は、全国大会出場基準を満たしている中で最も順位の高い、団体総合選手権チ－ム、及び個人総合

選手権上位２名が、北海道代表として全国大会への出場が認められる。 

期日：令和５年(2023年)８月１７日(木)～１９日(土)   

会場：愛媛県総合運動公園体育館 

(3)全国大会へ参加する際の宿泊について、宿泊要項において実行委員会から斡旋されている場合は、斡旋された

宿泊を必ず利用すること。 

 

17．個人情報の取り扱い 

   (1)大会参加者の氏名・所属・学年はプログラム、掲示板、ホームページ及び記録集「闘志と栄光の軌跡」へ掲 

載するために利用する。 

  (2)選手の大会成績はホームページ及び記録集「闘志と栄光の軌跡」へ掲載するために利用する。 

   (3)選手の写真は、記録集「闘志と栄光の軌跡」へ掲載するために利用する。 

   (4)選手の生年月日は、年齢を確認するために利用する。 

   (5)引率者または監督の連絡先は大会運営のため、緊急を要する場合に利用する。 

 

18．新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防について 

(1)参加者は、「北海道中学校体育大会におけるインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等に関わる大会参加

等についての基本的な考え方について」を遵守し、大会に参加すること。 

(2)今後、インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等の感染拡大によって、国や北海道などから大会開催につ

いての指導・助言があった場合や、開催自治体などが当該地域において大会を開催することが難しいと判断し

た場合は、主催団体において大会の開催について改めて協議する。 

 

19．その他   

    (1)出場する選手は、該当種目の公式練習および競技が行われる日の設営と撤去に必ず参加すること。 

    (2)表彰式を行う日に、該当種目に出場した選手と入賞した選手(チーム)は、表彰式に参加すること。（表彰式

に参加できない場合は、事前に申し入れを必ず行う） 

(3)登録選手を出場させる地域クラブ活動の監督は、他学校（他の地域クラブ活動）の監督・外部指導者（コーチ）

の登録はできない。学校と地域クラブ活動の外部指導者の兼任は可とする。 

(4)音楽伴奏はＣＤまたはポータブル音楽プレーヤー等とし、各自で再生用の機材を用意する。 

(5) 「監督会議」については実施をしないが、監督は必ず受付を済ませること。受付のない学校は大会に出場でき

ないこともある。会議の資料については、大会参加申し込み終了後１０日程度で北海道中体連ホームページに

掲載する。大会についての連絡事項も、ホームページに掲載することがある。 

(6) アリーナ内での監督やコーチの服装は全国大会の遵守事項に順ずる。（ハーフパンツやサンダル、外部指導者

についてはクラブチーム名の入ったＴシャツは禁止） 

(7) 参加料の領収証は、大会当日に受付で配布する。 

 


